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千大衛生学教室に於ては古くより腸内常住菌と，
その作用lζ就て研究を進めて来た。
Pasteur (1885年〉の示唆l乙端を発した無菌飼育
と云う実験方法は，この吾々の研究には叉非常に有 
益な便宜を提供するもので，つとに 1940年以来当
教室に於て無菌飼育実験を行って来た。第2次大戦
後 Reyniers教授の長期間に於ける完全なる無菌飼
育の成功以来，世界数カ所に於て最新の技術と新し
い構想のもとに本実験が盛んに行われるようになっ
?こ。当教室に於ても 1956年比田波助教授が新しく
H・M・C・2型を設計し，之はより海狽の無菌飼育に
成功した。先に当教室の富岡は生体防禦力に対する
リンパ組織の意義を重視し，腸内常住菌は ζのリン
パ組織の増強作用にたずさわっているのかも知れな
いと云う観点から，主として腸管膜リンパ節の研究
を符った。著者はその一連の研究として，谷川教授
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文 献
の命はより，田波助教授指導の下fC.，無菌海摂の腸
内感染とその腸管病理所見を研究した。腸管は細菌
の経口投与に際して，最初に侵襲をうけ，最も関係
の深い臓器でもあり無菌動物腸管が如何に反応を示 
すかは大いに興味ある所である。文献では，古くは
Stenqvist (1934)，最近では Gustafsson(1948)， 
宮川教援(1950)等により無菌動物の腸管粘膜に於
ける遊走細胞に就ての報告がある。従来単なる身体
の支持組織と考えられていた結合組織は，組織内の
血液・リンパ液を運搬し組織細胞の吸収・排世・分
泌などを助けて，生理的に重要なる役割をなすと共
に，一方細網内皮系統として生体の防禦組織め重要 
な一面を形成する事があげられている。か〉る意味
に於て無菌動物l乙細菌を経口投与した場合腸管粘膜
の結合組織に何等かの変化を期待し得る所であり，
著者は本実験Jと於て無菌海狽と無菌海摂は細菌を経
口投与した場合の腸管粘膜組織所見の比較に就て，
特lζ粘膜固有層lζ於ける興味ある成績を得たので，
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とこに報告する次第である。
第 11章実験方法
第 1節無菌飼育装置
本装置は 1956年，田波助教授設計，東京製作所
作製による H・M・C・2型であり， 120oC30分加圧・
蒸気滅菌可能な新型高圧無菌飼育装置を更に同助教
援によって改良したものである。種々の附属装置に
より，適温・適湿に調節され無細菌・無ビーノレスの
空気を送る。叉随時VC7.K・飼料を滅菌して飼育タン
ク内lζ補充し，且実験器具の出し・入れに使用する
飼料滅菌器を備える。帝王切開手術・飼育・種々の
実験操作はタンクに接続せる耐熱性ネオプレン製手
袋によって容易に行われる。本装置の詳細について
は別に報告されるので省略する。
第 2節無菌海諜の摘出
実験動物としては純系が望ましいが，現在入手困
難であるので，多数の海摂を飼育しその近交系を繁
殖させて使用した。無菌飼育lζ於ては未熟仔であれ
ば更にその飼育が困難であるので，完全に成熟した
仔獣を得る事が特l乙必要である。その為には妊娠海
狽の恥骨結合開大の程度を参考とした。このような
妊娠海摂を手術タンク内K於て，帝王切開術を行う
が手術方法等lζ就ては先に教室の戸叶(1)が詳細に発
表したので此処には割愛する。かくして得た無菌仔
獣を飼育タンクに送って，其処で飼育を開始する。
第 3節飼 料
無菌飼育用として出生直後の仔獣を対照として，
しかも高圧加熱滅菌に耐え得る飼料としては，白鼠
用の Reyniersの飼料(2〉，海摂用1(.Luckyの飼料
がある。海摂用としての Luckyの飼料(3)は高圧加
熱滅菌iとより，乳清分とゴム様の蛋白畿圏塊とに分
離して，仔獣の補乳には適さない。名大病理学教室
の小林は独自の考案によって表 IVC示す如き海摂乳
幼仔飼料を作製した。吾々も同飼料 (NG-27)<3)を
追試し，その結果体重増加，その他の発育状況より
して，優秀なる飼料である事を確認して本実験に於
て使用した。しかし海摂は Vitamin C の体内合
成不可能な動物であり，更に Vitamin C は高熱
滅菌により完全破壊が起るものとして， 1日おきに 
Vitamin Cの 20mgの皮下注射を実施した。なお 
Vitamin Cは Ascorbin注射液で炭酸ガス充填が
行われているので，高圧加熱滅菌後にも Vitamin 
C価に減少のない事が確められている〈わ。それ以外
で問題になるのは VitaminBl> P・A・B・A である
が B1 は 120
0C30分加熱により 50%以上の減少は
なくく23，P・A・B・Aでは更に極めて少い。本製品で
は以上の点を考えて余計に配合されてある。次lζ海
狽中成獣食であるが，成獣海摂Iζ於ける人工飼料は
従来多くの発表があり， Elizabeth's Diet仰の如き
最近の報告もあるが之も加熱処理は考慮されて居ら
ず，先の名大小林の作製せる中成獣食 (NG-36)(3) 
(表 2)を追試して良好なる結果を得たので本実験に
於ても使用した。
なお NG-36のビタミン類は NG-27と全く同量の
添加がなされている。なお飼料は雑菌の混入しやす
第 1表海摂乳仔食 NG27成分組成(飼料 
300g分量)
全粉乳(森永ロケット) 100g 
蒸溜水 200 cc 
大豆油〈局方〉 1.5cc 
パンビタン錠(武田〉 3錠
フォリアミン(武田) 7.5mg 
カチーフ(武田) 7.5mg 
フレスミン(武田) 30.0 r 
ビオチン (U.S.A) 300.0r 
塩化コリン(メルク) 0.15g 
Yeast-Extract (大五〉 1.5 g 
Liver-Extract (三共) 75.0mg 
Inositol (武化) 300.0mg 
Pantothenic Acid-ca 30.0 mg 
PABA (関東化) 15.0mg 
Thiamine (和光) 27.0mg 
Riboflavin (和光) 6.0mg 
Pyridoxin (メルク) 6.0mg 
特本飼料原料を 50~60oC 温 K保って充分混合し，
第 1図の容器l乙充填し，綿栓封入後 120oC，30分
加圧蒸気滅菌して完成する。
第2表海摂中成仔食 NG36成分組成(飼
料 100g分量)
大豆粉(市販) 70g 
薦糖(市販) 9g 
アラビアゴム末(局方) 12g 
仮性マグネシウム(局方) 0.5g 
酷酸カリウム(局方) 2.5g 
塩混合百(第3表) 4.0g 
パンピタン錠(武田) 1錠
フォリアミン(武田) 2.5mg 
カチーフ(武田) 2.5mg 
フレスミン(武田) 15.0 r 
ピオチン (U.S.A) 100.0 r 
塩化コリン(メルク〉 0.3g 
第 2号 中村: 無菌飼育摂海の腸内細菌感染と腸管粘膜の病理学的所見 Kついて -805-
Y east-Extract (大五〉 0.5g 
Liver-Extract (三共〉 25.0 rng 
Inositol (武化) 100.0 mg 
Pantothenic Acid-Ca. (U.S.A) 10.0 mg 
PABA (関東化〉 5.0mg 
Thiamine (和光) 9.0mg 
Riboflavin (和光) 2.0mg 
Pyridoxine (メルク) 2.0 mg 
長各原料均等混合後，第2図の容器l乙入れ， 120oC， 
30分加圧蒸気滅菌。
第3表塩混合百 (Hegested1941) 
CaC02 600g 
K2HP04 645g 
CaHP042H20 150g 
MgS047H20 204g 
NaCl 335g 
Fe (C6H507)26H20 55g 
Mn. S044H20 10g 
KJ 1.6 g 
ZnC12 0.5g 
0.6g (2001.7)CuS045H20 
い性質上，特にその完全滅菌には留意し予備実験に
於て下図の如き容器を定めた。
第 1図 第2図
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叉 NG-27は時比滅菌後，半凝固状態になり振謹
しても乳状にならぬ時があるので，すり鉢と，すり
棒の小さい物を用意して良く摩減・撹持して与え
る。
第4節無菌飼育方法
本実験実施中は連日 24時間交代で実験担当者の
外に 2名ないし 1名の当直者が勤務し，水飼料の投
与，ビタミン注射，タンク内温度・湿度の調節，送
気量の調節，タンク内清掃，体重測定等lζ従事し， 
且つ，停電時の補助石油モーターによる送気，ガス
ボイラーによる保温等K注意する。別l乙2名の日直
者が飼料の作製・滅菌，フィルター交換時の滅菌，
対照動物の飼育等を行う。
飼育第 1日目は飼育タンクは気温30oC，湿度60% 
K調節しj気温は数日の聞に漸次 280C-250Cle下
げる。タンク内には海摂を入れる小ケージを用意し
ガーゼを重ねて敷き，水.~)レク・固形飼料の三つ
の容器を備える。小便等の水分はケージの下の水槽 
I乙貯溜する。術後 18時間目より NG-27をピペット 
iζて授乳を開始す。援乳は決して無理せず食欲に応
じて与える。授乳後はガーゼで口・鼻のまはりを清
潔Iとふきとり，下腹部を軽く按摩して大小使の排粧
を助ける。授乳間隔は 3時間毎で， 1日6--7回，全
量 10--20cc (17--34 Cal)位とした。飼育日数の経
過ととも K間隔を延長し， 3日目--9日目頃より自
由民容器内の食物を摂取しはじめ，漸次ピペットに
よる補乳を廃止する。生後 5--7日目より NG-27と
とも K中成獣用 NG-36を投与するが，生後 30日ま
では NG-27が主であり NG-36は従である。生後 
30日以後は NG-27は中止し， NG-36のみを投与す
る。しかし本実験では NG-36の固形食の自由摂食
が不充分であるため，生後 30日以後も NG-27を併
用した。毎朝体重測定時にガーゼを交換し，残った
飼料をふきとり，新鮮にする。なお飼料は 1日数回
に少量づつ与え，常I乙清潔にしておく。
第 5節 自然海摂及び滅菌飼料飼育海狽
自然海摂は 200 C の恒温飼育室内で，母獣により
母乳を以て飼育し，離乳後は一般飼育用配合飼料(5)
を用いた。滅菌飼料海摂は分娩直後lζ母獣より離し
環境条件も無菌飼育タンクと同様に調節したふらん
器内に於て，無菌海摂と同様に滅菌した NG-27及
び NGー36を用いて飼育を行った。水・ビタミンの
投与，体重測定等は無菌海狽群と全く同様に行った。
第6節菌感染並びに霊感染海猿
使用した細菌は，人体より分離し当教室に於て通
称大腸菌 (F6)と呼称している大腸菌0-101，及び母
獣海摂の糞便より分離し，大腸菌 (M1) と呼称して
いる大腸菌0-104，乳酸菌(L.acidophi1us)，腸球
菌 (St.faecalis)，更に無菌飼育予備実験に於て自
然単感染を発見し，乙れを分離培養せる好気性有芽
胞菌の一種で，当教室に於てX菌と呼称しているも
の，計5種類である。以上 5種類の菌を第E章第2
節の要領で得 7こ生後 20日目の無菌海摂l乙経口投与
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し，夫々単感染或は重感染海摂を得た。
第 7節腸管の摘出，標本作製並びに観察要点
標本の摘出は死直後民行った。部位は幽門より 10
cmの空腸，廻育弁より口側 10cmの廻腸，育腸円 
小嚢附近，及び廻育弁より 10cm虹門側の上行結腸
の四カ所とした。組織載片はホルマリン固定，パラ
フィン包埋，へマトキシリンーエオヂン重染色裁片
である。観察要点は一般的な所見の外，緒論で述べ
た意図の下l乙特l乙腸管粘膜白有層lζ重点を置いた。
第 11章実験成績
本実験lζ於ては 19回の帝王切開手術により，合
計41匹の仔獣を摘出した。そのうち実験海摂とし
て使用出来たものは計 29匹であった。このうち 7
匹を無菌海摂として用い残余の 22匹を夫々，細菌
単感染海摂，或は混合感染海摂として実験K供した。
なお対照としての自然、海摂並びに滅菌飼料飼育海摂
は夫々，第E章第5節lと述べた飼育方法による 40
日飼育海摂を各6匹づつ使用した。
第 1節一般的発育状況並びに人工飼料の評価
自然、海摂，滅菌飼料飼育海摂，無菌海摂及びX菌
単感染海摂の四者の平均体重増加曲線は第3図に示
した如くである。自然海摂の体重増加は人工飼料 
(NG-27，NG-36)による他の三者に比して顕著で
ある。滅菌飼料飼育海漢と無菌海摂とでは，後者l乙
帝王切開手術陀よると思われる生下時体重の一時的
な減少を見る外，差異は認められなかった。 X菌単
感染群は菌投与後 5~6 日で体重増加の傾向が認め
られた。無菌海摂の一部lζ生後 10日目頃より後肢
を引きづり腰が立たなくなる現象が認められた。名
大宮川教授(6)は筋無力症の発症を見ると云っており
骨格筋の代謝維持K重要な役割をなすと云われるト
コフエロールを添加投与したがこの発症を防ぎ得な
かったと云われる。吾々の実験lζ於て本症にピタミ
ンB群を皮下注射する事によって，かなり著明な軽
快を認める事が屡々であった。よって本症はB群不 
足症状に何等かの関係があると思われるが，その正
確なる原因究明は今後の実験に待つ必要があると思
われる。
叉無菌海狽群lとはその一部1[，下腹部・紅門周囲・
足部・頭部などに脱毛を生じ，又足際部氏潰蕩を見
る事がある。その外，無菌海摂の少数例に脱匹・俵
頓・ヘルニアを見る事があり間葉系発育不全に何等
かの関連が考えられる所である。因みに滅菌飼料飼
育海漢民於ては後肢を引きづる症状が少数民於て，
而もとく軽度に見られる以外は上記の不足症状は全
く見られなかった。乙の事は体重増加曲線K見る如
く母乳による自然海摂に比して，本人工飼料 (NG一 
27，NG-36)が決して理想的であるとは云い得ない
が，その優秀性の一面を物語るものであろう。そし
てζの滅菌飼料飼育海摂と無菌海摂の両者の不足症
状の顕著な差異は夫々の自然環境と無菌環境の差に
よる，腸内細菌による合成未知必須要素の関与を考
えさせる問題ではなかろうかと思われる。
第3図体重増加曲線
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第2節腸管の病理解剖所見
第 1項 母獣飼育海摂と滅菌飼料飼育海摂乙の両
者は肉眼的並びK組織学的にも腸管粘膜上皮，繊毛
固有層(細網細胞，遊走細胞?毛細血管の発育等)，
及び粘膜下組織等lζ於てその差異は認められなかっ
Tこ。
第 2項無菌飼育海摂
肉眼的には盲腸の膨隆が特異な所見であり，開腹
時，腹腔の大半を占めるものが多かった。組織学的
には上皮細胞については特別の所見は認められなか
ったが，粘膜上皮下結合組織(繊毛部固有層〉はー
般に発育不良であり，細網様の網目構造は粗で，そ
の分枝状態が貧弱であり，結合織細胞も少なく，細
網細胞(細網様lとつながった幼若な結合織細胞)，
リンパ球，プラズマ細胞，白血球等は著明氏減少し
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ている。叉毛細血管の発育状態も良くない。以上の
変化は殊に繊毛の尖端部民於てその傾向が強く見ら
れ，繊毛下部lζ於ては白血球の遊走が少数えよがら認
められた。
第3項好気性有芽胞菌  (X菌〉単感染海摂
本例は生後 20日目の無菌飼育海摂に X菌約  1x
103を経口投与し， 40日間飼育した 4匹の実験成績
である。肉眼的 Kは特記すべき事はなかった。組織
学的所見は無菌飼育海摂に比して，粘膜上皮下結合
組織(繊毛部固有層) IL於て白血球の浸潤が目立ち
繊毛部周有層の細網様の網目も比較的狭く，細網細
胞が密に存在する。叉毛細血管の発育も比較的良好
となり，総じて母獣飼育群 K近づき粘膜上皮下結合
組織は良好なる発育状態を示すと云える。
第 4項 乳酸菌単独感染海摂 
本例は 4匹の群であり，乳酸菌を肝ー肝ブイヨン
にて 48時間培養し，乙の 1白金耳をとって更に牛乳
培地に 370C24時間培養し， それより得た乳酸菌を
菌量約 3.6X107/ccとして，その1.6ccづつ与えた。
投与は生後 20日目で何れも 40日飼育海摂である。
臨床的及び肉眼的解剖所見には変化はない。組織学
的には細網細胞も比較的多く，白血球の遊走も少数
認められるが，毛細血管の発育は良くない。繊毛部
固有層の発育は無菌群に比すれば多少とも発育は良
好であるが， X菌感染群，大腸菌 (F6)大量・大腸
菌 (M1) 少量混合感染群程ではない。
第5項大腸菌  (F6)大量・大腸菌 (M1)少量
混合感染海摂
本例も 4 匹の群で， E・ M~B 培地で分離し斜面寒
天で 24時間 370C培養の大腸菌 (F6) を 1白金ヰと
り，これを生理的食塩水で 2cc r溶かし，更に  10c.
倍稀釈して，菌量約 2x105当てを与え，これに更に
約 1x103の大腸菌 (M1) を混合投与したものであ
る。投与は生後 20日自民行い何れも 40日飼育のも
のである。肉眼的には変化は認められず，組織学的
はは繊毛部固有層 K於て軽度の白血球浸潤と充血が
認められ且浮腫を呈していた。細網細胞も多く認め
られ細網様の網目構造も比較的密であり，粘膜固有
層の発育状態は無菌群K比して良好と思われる所見
に 10倍稀釈して其の菌量約 2x105当を夫々与え，
更にとれに  1x103の大腸菌 (F6) を混合投与した
ものである。投与は生後 20日自民行ったが，投与後 
4日目， 5日自に夫々死亡したものである。本例は
肉眼的'にも腸管粘膜の充血が認められ，組織学的に
は粘膜固有層，粘膜下組織に充血像が著明であり， 
叉白血球，リンパ球の浸潤が目立った。然し粘膜上
皮下結合組織の状態は概して貧弱であり，細網細胞
並びにその分校状態は無菌群lζ比して，良好である
とは云い難い所見であった。
第 7項乳酸菌及び大腸菌  (M1)混合感染海摂
本例は生下時体重 95gと65gの 2匹の群である。
第 4項で述べた要領で得た乳酸菌約 5x107/ccと，
一方別に E・M・B培地で分離，斜面寒天で 24時間
370C培養せる大腸菌 (M1) を 2x105./c とし，其
の両者の混合液 0.8ccを夫々生後 20日自に与えた
ものである。
生下時体重 95gのものは，菌投与後数日托して
粘血便排粧のもとに死亡せるもので，肉眼的Iζ も著
明な炎症像を呈し，壊死性出血性腸炎であり，廻腸
・育腸では瀦胞中心の炎症で， i慮胞表面は壊死とな
り，周囲 l乙充血・出血像が顕著である。組織学的 K
も充血・出血・白血球の浸潤・粘膜剥離・エロヂオ
ン等多彩な変化を呈している。粘膜固有層 K於ける
結合組織の発育良否の判定も烈しい変性崩壊像・充
血・出血・白血球の浸潤等 l乙覆われてその識別は閤
難であった。
之氏反して生下時体重 65gの海狽は臨駄的 lとも
著変なく，叉解剖所見も肉眼的には異常を認めなか
った。組織学的lζは粘膜固有層に白血球の浸潤が目
立ち，その他の遊走細胞も比較的多く，細網細胞も
多く見られた。総じて粘膜固有層の発育は良好であ
った。
以上同一菌を投与したにも拘らず、両者の臨駄症状
解剖所見とも顕著な差位が認められたが之氏就ては
考察で述べる。
第8項腸球菌大量・大腸菌  (M1)少量混合感
染海狽
本例も 4匹の群であり，使用した腸球菌は那須氏
を示した。(7)の方法によって分離した。  ζれを菌量約 4.19x107
第 6項大腸菌  (F6) 少量・大腸菌 (M1)大量
混合感染海摂 
本例は 2匹の群であり， E・M・B培地で分離，斜
面寒天で 370C24時間培養した大腸菌 (M1) を 1白
金耳とり， ζれを生理的食塩水で 2cc r溶かし，更c.
とり，乙れに更に第 6項で述べた方法で得Tこ大腸菌
(M1) の 1x103を加え生後 21日に混合投与し， 40 
日間飼育した海狽である。臨肱的及び肉眼的解剖所
見には異常を認めない。組織学的には粘膜固有層lζ
於て，遊走細胞も見られ細網細胞の発育も良く，そ
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の分枝状態も良好であり毛細血管の発育も良い。概
して粘膜上皮下結合組織の発育良好な所見である。
第 9項腸球菌少量・大腸菌  (M1)大量混合感
染海摂
本実験も 2匹の群であり，先に述べた如くに分離
した大腸菌 (Mi)を 3.2x106 1l:，更に腸球菌 1x103
を加えて生後 20日自に混合投与したが投与後夫々
1日目， 2日日比死亡したものである。本例は下痢
状態にて死亡し，肉眼的lとも粘膜充血像が認められ
組織学的にも充血・白血球浸潤が著明であり，第 6
項の大腸菌 (M1)大量・大腸菌 (F6)少量群lζ似た
所見を呈する。粘膜固有層の発育状態も叉貧弱にし
て無菌群との聞に顕著な差位は認め難かった。
第 IV章者 察
動物の無菌飼育実験K於ける腸管粘膜の組織学的
所見K関する報告は数多いものではない。即ち，
Stenqvist (1934)ω は無菌海摂K於ては腸粘膜の上
皮細胞聞の遊走細胞は全く見られないと云い，Gas-
tafsson (1948)<9)は無菌白鼠K於て上皮間並びに粘
膜上皮下結合組織に於ける遊走細胞は著明 K減少し
ていると報告している。宮川教授(1950)(10)(11)(12) 
(13)(14) も無菌海狭め粘膜固有層に於ける大単核細胞
・中性多型核白血球の遊走浸潤が著明 K少い事をの
ベ，且つ帝王切開による手術抽出直後の幼若海摂に
病原菌を極微量只一回だけ投与した場合の粕膜固有
層に於て，細網細胞・瞥銀線維の発育が菌投与によ
って増強されると云い，更に叉菌投与を反覆すると
この傾向は只K腸管粘膜結合組織のみならず，牌・
肝等K於ても見られると云う。
以上の報告はいづれも感染する細菌の側より見Tこ
研究ではなく，投与細菌の検討が不充分である。吾
々は無菌海摂Iζ非病原性細菌を経口投与せる場合l乙
ついて，40日飼育海摂によって実験を行い，荷重感 
染lζ於ける拾抗作用が病理組織学的にどのように現
われるかを研究した。
ー市して対照の母獣飼育海狭と滅菌飼料飼育海俣の
腸管組織像l乙於て，本質的な差位を認めなかった。 
ζれにより爾後の実験成績が無菌海摂特有の反応所
見として考え得るに足りると思われる。 
f国.々の実験例はついて考察する lζ，好気性芽胞菌 
(X菌)，乳酸菌の夫々の単独投与に際しては粘膜固
有層の発育児対して促進的な効果が認められたが，
乳酸菌投与群では X菌単独投与群並びに大腸ー菌(F 6)
大量・大腸菌 (M1)少量混合投与群，叉腸球菌大量
-大腸菌 (M1)少量混合投与の各例l乙見られた程明
らかではなかった。 ζれは乳酸菌が腸内常住菌とし
てその刺激がX菌，腸球菌，大腸菌 (F 6) Iとおよば
ぬためと考えられる。
大腸菌 (M1)大量・大腸菌 (F6)少量，大腸菌 (M1)
大量・腸球菌少量の大腸菌 (M1)大量混合投与例で
は，投与後数日にして死亡し粘膜固有層の発育と云 
う点では見るべきものがなかったが，とれは大量に
与えた M1菌の刺激性が強く作用して，固有層の発
育刺激となるよりは致死的作用の強かったためと考
えられる。
大腸菌 (F6)大量・大腸菌 (M1)少量混合投与群
並びlζ腸球菌大量・大腸菌 (M1)少量混合投与群の
二例K於ては夫々大腸菌 (F6)，腸球菌が固有層の
発育をうながしたと考えられ，大腸菌 M 1大量混合
投与の如く M1の致死的作用は認められない。乙れ
は与えた菌量の問題並びに措抗性が考えられ，大量 
投与の菌が先に定着・増殖して少量投与の M 1菌に
括抗してその悪影響を防止したものと考えられる。 
乳酸菌及び大腸菌 (M1)混合投与例では一匹は壊
死性出血性腸炎を生じて死亡し，他の一匹は順調に
発育して，その粘膜固有層の発育は良好であった。 
同一条件の実験Il:て何故か〉る甚だしい差異を呈し
たかは興味ある所である。生下時体重 65gの生存海
狽は恐らく何等かの原因によって先lζ乳酸菌が定着
して組織の増強を図り， M1菌の影響を阻止したも
のと思われる。これlζ反して生下時体重 95gの海摂
は M 1菌優勢となりその致死的作用の発現を見Tこも
のと考えられ，乙の事については同時K実施せる腸
内細菌の検査により，菌投与後数日 I t.於て，生存例
では乳酸菌優勢，死亡例では M 1菌優勢と云う成績
が得られている。
以上の成績を考察する花
1)非病原性細菌単独投与では腸管粘膜固有層の発
育lζ対して促進的に作用する。而もその程度は投
与細菌によって差異がある。 
2)二種の細菌の混合投与例では，その投与量の多
い細菌の作用が強く影響して他菌の作用を抑制す
る。しかし乳酸菌・大腸菌 (M1)混合投与例の如
く，いづれの菌が優勢となって，作用をおよぼす
かは生体側の反応もあり，その微妙な点は簡単に
菌量のみでは説明不可能なる点もある。 
3)投与細菌の刺激性の強い場合には腸管粘膜固有
層の発育刺激となるよりはむしろ破壊的に作用し
て死にいたらしめる。
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4)更に著者の成績は，使用細菌・同投与法・使用
動物等すべて全く同じ条件による富岡の研究のリ
ンパ節の発育状況と比例するものであり，腸管粘
膜固有層の発育は細菌の侵襲に対する局所的反応
としてのみならず，更lζ全身の細網内皮系l乙関連
して一連の発育を示すものではないかと推定され
る。
第V章総 括
多くの技術的困難を克服して海狭の比較的長期無
、菌飼育に成功し，無菌海摂並びにそれに非病原性細
菌を単感染及び重感染させた実験について，腸内細
菌・血清殺菌力・補体価・リンパ節の組織学的所見
等の一連の研究の一環として腸管粘膜の組織学的研
究を行い次の結果を得た。 
1)無菌海摂は対照自然海摂・滅菌飼料飼育海狽lζ
比して腸管粘膜固有層の発育が不良であり，且つ
遊走細胞が少い。 
2)無菌海狽l乙好気性芽胞菌 (X菌〉単独投与例で
は粘膜固有層の発育が，無菌群l乙比して良好となり
且つ遊走細胞も増加しその所見は対照自然海摂・滅
菌飼料飼育海狽l乙近ずく。 
3)乳酸菌単独投与例では粘膜固有層の発育は無菌
群に比すれば多少良好であるが， X菌投与例ほど顕
著ではない。即ち同じく非病原性細菌の単独感染と
云っても，粘膜固有層の発育促進作用には菌種によ
って差異が認められる。 
4)大腸菌 (M1)大量・大腸菌 (F6)少量混合投与
例，並びK大腸菌 (M j) 大量・腸球菌少量混合投与
例では投与後数日にして死亡し，腸管粘膜の充血・
細胞浸潤を呈した。粘膜間有層の発育は対照無菌群
に比して顕著な差異は認め難かった。との場合大量
投与せる大腸菌 (M1) の強い刺激作用が粘膜固有層
の発育刺激となるよりは破壊的K作用して死をもた 
らしたものと考えられる。 
5)無菌海摂比大腸菌 (F6)大量・大腸菌 (M1)少 
量混合投与例並びに腸球菌大量・大腸菌 (M1)少量 
混合投与例ではともに粘膜固有層の発育が無菌群に 
比して良好となっている。この場合少量投与の大腸 
菌 (M1)の強い刺激作用は，大量投与の F6菌，腸球 
菌によって掠抗・抑圧されたと考えられる。 
6)無菌海狽l乙乳酸菌及び大腸菌 (Mj) 混合投与例 
ではーは M 1菌優勢を示して壊死性出血性腸炎を起 
して死亡し，他は乳酸菌優勢となって順調K発育し 
て，その粘膜固有層の発育は無菌群に比して良好で 
あった。乙の場合いかなる原因Kよって或る細菌が
優勢となって他菌に桔抗して其の作用を発現するか
はその詳細なる説明は今後の実験記待たねばならな
い。
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校
閲の労を戴きました思師谷川教援並びに田波助
教授に深甚なる感謝を捧げると共R，病理組織
学的部分について御教示をいた Yいた岡林教授
及び藤本助教授に厚く御礼申上げます。尚御鞭
健を賜りました松村名誉教授に衷心より感謝申
上げます。併せて無菌飼育に協力された教室内
各位，特殊飼料を戴きました森永乳業に厚く御
礼申上げます。
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in health and disease. Edited by dsbae-
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Hansen，Copenhagen P.15，1954. (3)，(4) 同第2項。無菌飼育海摂。 (3)は小腸 
17)沖中重雄: 生体防禦に於ける淋巴球の役割の 全層， (4)は小腸蹴毛部を示す。粘膜固有層の発育
一面，血液討議会報告， 6，59，昭 29. は不良であり，細網細胞・遊走細胞が少い。 
18)斎藤佐支: 腸内に於ける大腸菌の生理的意義 (5) 同第 3項X菌単独感染海摂。小腸繊毛部を
に関する研究，千葉医会誌， 31，1，107，昭 30. 示す。粘膜固有層の発育ほ無菌群氏比して良好で遊 
19)河井正太郎:動物腸内に於ける腸球菌， B. 走細胞も多い。 
Sperogenesisの生理学的意義K関する研究， (6) 同第4項。乳酸菌単独感染海摂。小腸誠毛
千葉医会誌， 31，2，168.昭 30. 部を示す。固有層の発育はX菌感染群，大腸菌 (F6) 
20)福島俊:腸内に於ける警酸梓菌の生理的意 大量・大腸菌 (M1)少量混合感染群ほどで、はない。
義に関する研究，千葉医会誌， 33，3，509， (7) 同第5項。大腸菌 (F6)大量・大腸菌 (M1)
昭32. 少量混合感染海摂。小腸繊毛部を示す。細網様構造
の網目は密となり，細網細胞・遊走細胞も無菌群l乙
比して多くなり，粘膜固有層の発育は良好となる。 
写真説明(へマトキシリンーエオヂン染色) 
(8) 同第 7項。乳酸菌及び大腸菌 M 1混合感染
(1)，(2) 第E章第2節第 1項。対照自然飼育海 海摂。 2匹の群のうち生下時体重 95gで，壊死性出
狭。(1)は小腸全層， (2)は小腸繊毛部を示す。粘 血性腸炎を起して死亡したもの。小腸壁 (280倍)を
膜固有層の発育良好で細網組織・遊走細胞の状態は 示す。左端l乙筋層，疑膜を見，右端氏繊毛脱落部を
対照滅菌飼料飼育海摂と同様である。 見る。充血・出血・粘膜剥離像である。
第 2号 中村論文附図  (1) -811-
(1)対照自然海狭小腸 120倍 (2)対照自然海狭小腸 280倍 
(3)無菌海狭小腸 120倍 (4)無菌海狭小腸 280倍 
(5) X菌単独投与海狭小腸 280倍 (6)乳酸菌単独投与海狭小腸 280倍
-812ー 中村論文附図  (II) 第 35巻 
(7)大腸菌 F6大量・大腸菌 M1少量 (8)乳酸菌及び大腸菌 M 1混合投与
混合投与海狭小腸 280倍 海狽，生下時体重 95gのもの
小腸  280倍
